
原
沢
久
喜
が
初
の
栄
冠
を
摑
む

平成 27 年全日本柔道選手権大会



原
沢
久
喜
が
初
制
覇

　平成 27 年全日本柔道選手権大会
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優勝＝原沢久喜三段

３回戦＝原沢対神谷

カラーグラフ　全日本柔道選手権大会



　

平
成
27
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
が
、
４
月
29
日
、
日

本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
全
国
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
精
鋭
42
名
が
出
場
し
、
柔
道
日
本
一
を
懸
け
て
覇
を

競
っ
た
。

　

決
勝
は
、
原は

ら

沢さ
わ

久ひ
さ

喜よ
し

三
段
（
東
京
・
日
本
中
央
競
馬
会
）

と
七し

ち

戸の
へ

龍り
ゅ
う三

段
（
九
州
・
九
州
電
力
）
が
対
戦
。
勝
て
ば
ど

ち
ら
も
初
優
勝
と
な
る
大
一
番
は
原
沢
が
七
戸
か
ら
小
外
刈

で
有
効
を
奪
っ
て
勝
利
。

　

原
沢
は
３
回
目
の
挑
戦
で
初
の
天
皇
盃
を
手
に
し
た
（
詳

細
は
４
〜
11
頁
に
掲
載
）。
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開会式の様子

決勝＝原沢（右）対七戸。原沢が小外刈で有効を奪う



42015．6　月刊「武道」

ニュース

　

柔
道
日
本
一
を
決
め
る
平
成
27
年
全
日

本
柔
道
選
手
権
大
会
は
４
月
29
日
、
日
本

武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
約
７

２
０
０
人
の
観
客
が
詰
め
か
け
、
優
勝
の

行
方
を
熱
心
に
見
守
っ
た
。

　

決
勝
は
、
ど
ち
ら
も
初
優
勝
を
狙
う
原は
ら

沢さ
わ

久ひ
さ

喜よ
し

三
段（
東
京
・
日
本
中
央
競
馬
会
）

と
七し
ち

戸の
へ

龍り
ゅ
う三
段
（
九
州
・
九
州
電
力
）
の

顔
合
わ
せ
と
な
り
、
原
沢
が
小
外
刈
で
有

効
を
奪
っ
て
接
戦
を
制
し
、
三
度
目
の
挑

戦
に
し
て
初
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

３
位
に
は
前
年
覇
者
の
王お
う

子じ

谷た
に

剛た
け

志し

四

段（
推
薦
・
旭
化
成
）と
西に
し

潟が
た

健け
ん

太た

四
段（
九

州
・
旭
化
成
）
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
た
。

　

ま
た
、
本
大
会
は
本
年
８
月
に
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
・
ア
ス
タ
ナ
で
開
催
さ
れ
る
世
界

選
手
権
大
会
の
100
㎏
超
級
代
表
選
手
の
最

終
選
考
会
も
兼
ね
て
お
り
、
大
会
終
了
後

に
開
か
れ
た
強
化
委
員
会
で
七
戸
が
代
表

に
決
ま
っ
た
。

　

大
会
は
全
国
10
地
区
の
予
選
を
勝
ち
上

が
っ
た
40
名
に
前
年
優
勝
者
と
準
優
勝
者

を
加
え
た
42
名
が
参
集
し
、
体
重
無
差
別

で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

　

試
合
は
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規
定

で
行
わ
れ
、
試
合
時
間
は
６
分
。
時
間
内

で
勝
負
が
つ
か
な
い
場
合
は
旗
判
定
で
勝

敗
を
決
し
た
。

平成 27 年全日本柔道選手権大会

決勝で見せた成長の証
22 歳新王者　原沢久喜

決勝＝原沢（右）が七戸に大内刈を仕掛ける
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▽
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

　

出
場
７
回
を
数
え
る
ベ
テ
ラ
ン
の
高
橋

和
彦
（
新
日
鐵
住
金
）
は
２
回
戦
で
垣
田

恭
兵
（
旭
化
成
）
を
大
外
落
、
3
回
戦
で

木
下
泰
成
（
兵
庫
県
警
）
を
指
導
２
の
差

で
退
け
、
昨
年
に
続
い
て
べ
ス
ト
８
に
残

っ
た
。

　

25
年
大
会
準
優
勝
の
原
沢
久
喜
（
日
本

中
央
競
馬
会
）
は
、
２
回
戦
で
体
重
163
㎏

の
橋
本
憲
宗
（
岩
手
県
警
）
を
内
股
で
跳

ね
上
げ
、
き
れ
い
に
一
本
勝
す
る
と
、
続

く
3
回
戦
で
は
、
神
谷
快
（
筑
波
大
）
が

反
則
負
で
自
滅
し
、
危
な
げ
な
く
準
々
決

勝
に
進
出
し
た
。

▽
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

　

鈴
木
桂
治
以
来
10
年
ぶ
り
の
連
覇
を
狙

う
王
子
谷
剛
志
（
旭
化
成
）
は
、
２
回
戦

か
ら
登
場
。
岩
田
勝
博
（
兵
庫
県
警
）
に

浮
落
と
横
四
方
固
の
合
技
で
勝
利
す
る

と
、
続
く
井
上
貴
裕
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
を

指
導
差
で
破
り
、
順
当
に
ベ
ス
ト
８
に
勝

ち
残
っ
た
。

　

昨
年
の
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手

権
100
㎏
超
級
覇
者
の
上
田
轄
麻
（
明
治

大
）は
２
回
戦
で
山
下
涼
輔（
静
岡
県
警
）

を
払
巻
込
で
降
す
と
、
３
回
戦
で
は
同
じ

大
学
生
の
香
川
大
吾（
東
海
大
）と
対
戦
。

互
い
に
技
が
出
ず
、
指
導
３
で
並
ぶ
と
、

前
に
出
て
き
た
香
川
を
上
田
が
隅
落
で
倒

し
て
技
有
を
奪
う
。
上
田
は
そ
の
ま
ま
逃

げ
切
っ
て
優
勢
勝
を
収
め
、
準
々
決
勝
進

出
を
決
め
た
。

２回戦＝高橋（左）が垣田を大外落で破る

３回戦＝上田（左）が香川から隅落で技有を奪う

　

序
盤
戦
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

３回戦＝王子谷（右）対井上

２回戦＝原沢（手前）が内股で一本勝

開会式
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▽
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

　

今
年
４
月
に
行
わ
れ
た
全
日
本
選
抜
体

重
別
選
手
権
で
優
勝
し
、
波
に
乗
る
西
潟

健
太
は
、
野
村
幸
汰
（
三
光
不
動
産
）
か

ら
払
腰
で
有
効
を
奪
う
と
、
そ
の
ま
ま
袈

裟
固
に
押
さ
え
て
一
本
。
3
回
戦
で
は
ウ

ル
フ
ア
ロ
ン
（
東
海
大
）
を
強
引
な
浮
落

で
畳
に
叩
き
つ
け
て
、
２
試
合
連
続
で
一

本
勝
す
る
な
ど
、
調
子
の
良
さ
を
見
せ
、

ベ
ス
ト
８
に
勝
ち
残
っ
た
。

　

右
膝
の
怪
我
か
ら
２
年
ぶ
り
に
復
帰
し

た
石
井
竜
太
（
日
本
中
央
競
馬
会
）
は
、

２
回
戦
で
素
早
い
動
き
か
ら
背
負
投
、
巴

投
を
繰
り
出
す
長
尾
翔
太
（
兵
庫
県
警
）

を
と
ら
え
て
、
豪
快
な
大
外
刈
で
降
し
、

3
回
戦
で
は
小
野
卓
志
（
了
徳
寺
学
園

職
）
と
対
戦
。
体
格
で
劣
る
小
野
だ
が
大

外
刈
、
巴
投
、
大
腰
と
技
を
連
発
し
て
休

ま
な
い
。
石
井
は
か
ろ
う
じ
て
堪
え
て
大

外
刈
で
反
撃
す
る
が
、
両
者
ポ
イ
ン
ト
に

な
ら
な
い
。
後
半
、
防
戦
一
方
に
な
る
石

井
だ
っ
た
が
、
指
導
差
で
辛
く
も
勝
利
。

最
後
ま
で
果
敢
に
攻
め
続
け
た
小
野
に
は

場
内
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

▽
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

　

昨
年
準
優
勝
の
上
川
大
樹
（
京
葉
ガ

ス
）
は
、
全
日
本
選
抜
体
重
別
選
手
権
を

左
膝
の
靭
帯
損
傷
で
欠
場
し
、
こ
れ
が
復

帰
戦
。
２
回
戦
で
鈴
木
誉
広
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

Ｋ
）
を
内
股
の
技
有
か
ら
横
四
方
固
で
押

さ
え
、
合
技
一
本
勝
。
３
回
戦
は
学
生
時

代
か
ら
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
戦
い
、
手
の
内

を
知
り
尽
く
し
た
百
瀬
優
（
旭
化
成
）
と

の
顔
合
わ
せ
。
試
合
中
盤
、
上
川
が
出
足

払
で
百
瀬
の
体
勢
を
大
き
く
崩
す
が
、
惜

し
く
も
決
ま
ら
な
い
。
そ
の
後
は
、
技
が

出
ず
、
膠こ
う

着ち
ゃ
く状
態
が
続
く
。
勝
負
は
判
定

に
も
つ
れ
込
み
、上
川
が
３
対
０
で
勝
利
。

　

昨
年
の
世
界
選
手
権
で
準
優
勝
し
、
重

量
級
期
待
の
エ
ー
ス
で
あ
る
七
戸
龍
（
九

州
電
力
）
は
、
初
戦
（
２
回
戦
）
で
小
兵

の
海
老
泰
博
（
旭
化
成
）
に
大
外
刈
の
技

有
と
横
四
方
固
の
合
技
で
勝
利
。
続
い
て

対
戦
の
穴
井
亮
平
（
東
海
大
熊
本
星
翔
高

教
）
を
大
内
刈
の
有
効
で
破
っ
て
、
世
界

２
位
の
地
力
を
見
せ
つ
け
、
準
々
決
勝
進

出
を
決
め
た
。

３回戦＝西潟（上）はウルフに浮落で一本勝ち

３回戦＝七戸（左）が大内刈で穴井から有効

３回戦＝上川（左）が出足払で百瀬を崩す

３
回
戦
＝
石
井
（
手
前
）
対
小
野
。
石
井
が
大
外
刈
で
攻
め
る
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原
沢
久
喜　

○
内
股　

高
橋
和
彦

　

原
沢
が
右
、
高
橋
が
左
の
ケ
ン
カ
四

つ
。
互
い
に
組
手
争
い
が
続
く
が
、
試
合

開
始
１
分
、
組
み
合
わ
な
い
と
し
て
両
者

に
指
導
。
3
分
過
ぎ
に
は
技
が
出
な
い
２

人
に
再
び
指
導
が
つ
く
。
直
後
、
原
沢
が

高
橋
の
奥
襟
を
摑つ
か

み
、
得
意
の
組
手
か
ら

内
股
を
放
つ
と
、
高
橋
は
反
応
す
る
間
も

な
く
背
中
か
ら
畳
に
落
ち
て
勝
負
あ
り
。

王
子
谷
剛
志　

出
足
払　

上
田
轄
麻

　

王
子
谷
が
右
、
上
田
が
左
の
ケ
ン
カ
四

つ
。
試
合
序
盤
か
ら
組
手
争
い
が
続
く

が
、
両
者
と
も
十
分
な
形
が
作
れ
な
い
。

開
始
２
分
30
秒
、
組
み
合
わ
な
い
と
し
て

２
人
に
指
導
。
そ
の
後
も
互
い
に
攻
め
手

を
欠
く
中
、
技
が
出
せ
な
い
上
田
に
３
つ

目
の
指
導
が
つ
く
。
後
が
な
い
上
田
は
、

王
子
谷
に
小
内
刈
を
仕
掛
け
て
い
く
が
不

発
。
逆
に
、
技
の
戻
り
を
狙
っ
て
王
子
谷

が
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
足
払
を
仕
掛

け
る
と
上
田
は
た
ま
ら
ず
畳
に
落
ち
て
有

効
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
切
り
、
王
子

谷
が
準
決
勝
に
進
出
し
た
。

西
潟
健
太　

○
合
技　

石
井
竜
太

　

試
合
開
始
直
後
か
ら
石
井
が
積
極
的
に

前
に
出
る
。
開
始
32
秒
、
石
井
が
大
内
刈

で
攻
め
た
と
こ
ろ
を
、
す
か
さ
ず
西
潟
が

返
し
、
一
本
か
と
思
わ
れ
た
が
、
審
判
の

「
待
て
」
が
先
に
か
か
っ
て
い
た
た
め
、

取
り
消
さ
れ
て
仕
切
り
直
し
。
西
潟
は
気

持
ち
を
途
切
ら
せ
る
こ
と
な
く
払
腰
で
技

有
を
奪
う
。
直
後
、
石
井
も
負
け
じ
と
、

西
潟
の
支
釣
込
足
を
浮
落
で
返
し
て
技
有

を
奪
い
返
す
。
石
井
は
そ
の
ま
ま
抑
込
に

移
行
す
る
が
、
こ
れ
を
西
潟
が
う
ま
く
返

し
、
逆
に
抑
込
に
入
る
。
必
死
に
抵
抗
す

る
石
井
だ
が
、
西
潟
の
横
四
方
固
か
ら
逃

れ
ら
れ
ず
、
合
技
一
本
。
西
潟
が
激
戦
を

制
し
た
。

七
戸
龍　

○
大
内
刈　

上
川
大
樹

　

共
に
世
界
選
手
権
で
実
績
の
あ
る
両

者
。
白
熱
し
た
好
勝
負
が
予
想
さ
れ
た
注

目
の
一
戦
の
終
幕
は
あ
っ
け
な
く
訪
れ

た
。
試
合
開
始
12
秒
、
先
に
十
分
な
組
手

に
な
っ
た
七
戸
が
、
得
意
の
大
内
刈
を
、

釣
り
手
を
離
し
て
仕
掛
け
に
い
く
と
、
上

川
は
何
の
抵
抗
も
出
来
な
い
ま
ま
背
中
か

ら
畳
に
落
ち
て
一
本
。
誰
も
予
想
で
き
な

か
っ
た
秒
殺
劇
に
館
内
が
驚
き
と
興
奮
で

ど
よ
め
く
。
電
光
石
火
で
勝
利
し
た
七
戸

は
、
体
力
を
温
存
し
た
状
態
で
ベ
ス
ト
４

に
駒
を
進
め
た
。

　

準
々
決
勝

西潟（上）対石井。西潟が横四方固に入る

原
沢
（
下
）
対
高
橋
。
原
沢
の
内
股
が
決
ま
る

有
効
と
な
っ
た
王
子
谷
（
右
）
の
出
足
払

七
戸
（
右
）
対
上
川
。
七
戸
が
大
内
刈
で
一
本
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原
沢
久
喜　

③
僅
差　

王
子
谷
剛
志

　

学
生
時
代
か
ら
鎬
し
の
ぎ
を
削
っ
て
き
た
２
人
。
昨
年
、
王
子
谷
に
一
本
負
を
喫
し
、
今
年

は
負
け
ら
れ
な
い
原
沢
。
連
覇
に
向
け
て
正
念
場
の
王
子
谷
。
互
い
に
右
組
で
の
相
四

つ
。
組
手
争
い
を
有
利
に
進
め
る
原
沢
は
先
に
技
を
仕
掛
け
て
、
王
子
谷
の
得
意
な
間

合
い
、
組
手
を
許
さ
ず
、
技
を
出
す
隙
を
与
え
な
い
。
技
が
出
せ
な
い
王
子
谷
に
指
導

が
３
つ
重
な
る
。
後
が
な
い
王
子
谷
は
残
り
20
秒
で
渾
身
の
大
外
刈
を
仕
掛
け
る
も
、

原
沢
は
、
な
ん
と
か
こ
れ
を
堪
え
る
。
試
合
は
指
導
の
差
で
原
沢
が
昨
年
の
雪
辱
を
果

た
し
、
自
身
２
度
目
の
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

準
決
勝  

七
戸
龍　

○
小
外
刈　

西
潟
健
太

　

七
戸
は
過
去
５
戦
全
敗
と
相
性
が
悪
く
、「
七
戸
キ
ラ
ー
」
の
異
名
を
持
つ
西
潟
と
対

戦
。
お
互
い
に
慎
重
な
立
ち
上
が
り
か
ら
試
合
が
進
む
。
開
始
１
分
35
秒
、
十
分
な
組

手
に
な
る
も
警
戒
し
て
技
が
出
せ
な
い
七
戸
に
指
導
が
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
、
機

を
窺
う
か
が

う
両
者
だ
が
、
開
始
３
分
、
七
戸
が
前
襟
を
摑
ん
で
い
た
釣
り
手
を
離
し
て
西
潟

の
背
中
を
摑
む
や
い
な
や
、
体
を
預
け
て
奇
襲
気
味
に
小
外
刈
。
こ
れ
が
見
事
に
一
本

と
な
り
、
つ
い
に
苦
手
の
西
潟
を
破
っ
た
七
戸
が
、
初
の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

準決勝＝原沢（右）が組手で王子谷を圧倒する

準決勝＝七戸（左）対西潟。七戸が小外刈で一本
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決　

勝

右
、
七
戸
（
左
）
が
大
内
刈
を
狙
う

上
、
原
沢
（
右
）
が
払
腰
で
攻
め
る

　

原
沢
久
喜　

小
外
刈　

七
戸
龍

　

互
い
に
準
決
勝
で
ラ
イ
バ
ル
を
破
っ
て
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
２
人
。
ど
ち
ら
が
勝
っ

て
も
初
優
勝
と
な
る
顔
合
わ
せ
は
両
者
、
右
組
の
相
四
つ
。
原
沢
は
七
戸
に
対
し
、
釣

り
手
を
巧
み
に
使
っ
て
動
き
を
封
じ
る
。
開
始
１
分
、
そ
れ
を
嫌
が
っ
た
七
戸
が
首
抜

き
の
指
導
。
40
秒
後
、
七
戸
が
原
沢
の
奥
襟
を
摑
ん
で
攻
め
る
と
、
道
着
で
原
沢
の
頭

が
下
が
る
格
好
と
な
り
、
七
戸
に
ブ
ロ
ッ
ク
の
指
導
が
つ
く
。
組
手
で
優
位
に
立
つ
原

沢
は
要
所
で
技
を
出
し
、
内
股
や
払
腰
で
七
戸
を
揺
さ
ぶ
る
。
開
始
４
分
、
原
沢
が
内

股
で
攻
め
る
と
、
七
戸
の
体
が
前
に
崩
れ
る
。
七
戸
は
持
ち
堪こ
た

え
て
体
勢
を
立
て
直
す

と
、や
や
強
引
に
大
内
刈
を
仕
掛
け
る
。原
沢
は
こ
れ
を
組
み
止
め
て
、小
外
刈
で
返
し
、

有
効
。
残
り
時
間
で
巻
返
し
を
狙
う
七
戸
だ
が
、
原
沢
は
冷
静
に
い
な
し
、
技
を
出
さ

せ
な
い
ま
ま
試
合
終
了
。
原
沢
が
３
度
目
の
全
日
本
挑
戦
で
初
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

決
勝
＝
原
沢
（
右
）
対
七
戸
。
原
沢
の
小
外
刈
が
有
効
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ニュース

「
最
近
は
国
内
の
タ
イ
ト
ル
が
取
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
一
つ
取
れ
て
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
し
、
う
れ
し
い
で
す
。
今
日
は
高

橋
選
手
に
勝
っ
て
か
ら
波
に
乗
れ
ま
し

た
。
攻
守
の
駆
け
引
き
を
意
識
し
て
練
習

し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
日
は
そ
れ
が
う

ま
く
い
き
ま
し
た
」

　

初
出
場
し
た
２
年
前
に
も
決
勝
の
舞
台

は
経
験
し
た
が
、
穴
井
隆
将
の
巧
み
さ
の

前
に
屈
し
て
い
る
。

「
２
年
前
の
決
勝
戦
は
初
出
場
で
し
た

し
、
落
ち
着
い
て
自
分
の
柔
道
が
出
来
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
冷
静
に
自
分

の
柔
道
を
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」

　

準
決
勝
で
は
過
去
一
度
し
か
勝
利
し
て

い
な
い
王
子
谷
剛
志
を
圧
倒
し
た
。

冷
静
さ
を
身
に
付
け
、
日
本
の
頂
点
へ

◎
優
勝
＝
原
沢
久
喜
選
手
（
東
京
・
日
本
中
央
競
馬
会
）

「
王
子
谷
選
手
は
ず
っ
と
意
識
し
て
い
た

相
手
で
し
た
。
今
ま
で
何
回
対
策
し
て
も

負
け
続
け
て
、
よ
う
や
く
練
習
し
て
き
た

こ
と
が
出
せ
ま
し
た
」

　

決
勝
で
の
七
戸
戦
で
は
組
手
争
い
を
制

し
て
、
常
に
優
位
に
試
合
を
進
め
た
。

「
七
戸
選
手
は
距
離
を
と
る
と
大
内
刈
、

内
股
な
ど
の
強
力
な
技
が
あ
る
の
で
、
距

離
を
詰
め
て
、
先
に
先
に
仕
掛
け
る
こ
と

を
意
識
し
ま
し
た
。
近
間
で
は
自
分
に
分

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
奇
麗
な
柔

道
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
気
持

ち
だ
け
で
戦
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
」

　

全
日
本
選
手
権
に
つ
い
て
の
特
別
な
思

い
も
語
っ
て
く
れ
た
。

 

「
一
柔
道
家
と
し
て
、
や
は
り
全
日
本
は

夢
の
大
会
で
す
。
今
回
の
優
勝
は
い
ろ
い

ろ
な
人
の
夢
を
背
負
っ
て
勝
っ
た
価
値
が

あ
り
ま
す
」

　

初
優
勝
を
飾
っ
た
原
沢
だ
が
、
そ
の
目

は
早
く
も
先
を
見
据
え
て
い
る
。

 

「
喜
ぶ
の
は
今
日
・
明
日
く
ら
い
に
し

て
、
ま
た
次
に
向
け
て
し
っ
か
り
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◇
準
優
勝
＝
七
戸
龍
選
手
（
九
州
電
力
）

「
自
分
の
長
所
で
あ
る
攻
撃
的
な
柔
道
を

出
そ
う
と
い
う
思
い
で
試
合
に
臨
み
ま
し

た
。
調
子
も
良
か
っ
た
で
す
し
、
優
勝
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
悔
し
い
の

一
言
で
す
。
原
沢
選
手
に
組
手
を
抑
え
ら

れ
て
し
ま
い
、
思
い
通
り
に
動
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
は
自
分
の
組
手
に
出
来
な

か
っ
た
と
き
の
対
応
を
考
え
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
」

▽
３
位
＝
王
子
谷
剛
志
選
手
（
旭
化
成
）

「
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
問
題
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
の
実
力
は
こ
ん
な
も
の
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
連
覇
に
対
し
て

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
言
い
訳
に
し
か
な
ら
な
い
で
す
。
原

沢
選
手
の
対
策
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
選

抜
体
重
別
大
会
で
勝
っ
て
、
心
の
ど
こ
か

に
隙
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
当
た
っ
た
ら

借
り
を
返
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
３
位
＝
西
潟
健
太
選
手
（
旭
化
成
）

「
調
子
は
良
か
っ
た
で
す
し
、
準
決
勝
ま

で
は
試
合
内
容
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
敗
因
は
ま
だ
整
理
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
七
戸
選
手
に
対
す
る
得
意
意
識
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
危
な
い
ぞ
、
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
試
合
に
臨
み
ま
し
た
が
、

だ
め
で
し
た
。
昨
年
ベ
ス
ト
４
だ
っ
た
の

で
、
そ
れ
よ
り
上
に
行
き
た
か
っ
た
で

す
。
全
日
本
制
覇
は
柔
道
家
に
と
っ
て
の

夢
。
ベ
ス
ト
４
で
は
満
足
で
き
な
い
の
で

い
つ
か
優
勝
し
た
い
で
す
」

▽
５
位
＝
高
橋
和
彦
選
手（
新
日
鐵
住
金
）

「
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
悪
く
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
気
を
抜
い
た
結
果
で
す
。
原
沢

選
手
は
強
か
っ
た
で
す
。
個
人
的
に
は
出

場
選
手
の
中
で
も
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

組
手
で
も
、
二
手
先
を
読
ま
れ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
組
手
で
負
け
ま
し
た
ね
」

▽
５
位
＝

　

石
井
竜
太
選
手
（
日
本
中
央
競
馬
会
）

「
技
の
勢
い
で
身
体
が
返
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
西
潟
選
手
は
、
そ
こ
を
決
め
に
き

準優勝＝七戸龍選手

 

関
係
者
・
出
場
選
手
コ
メ
ン
ト
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て
い
ま
し
た
。
詰
め
が
甘
か
っ
た
で
す

ね
。
た
だ
、
小
細
工
な
し
で
試
合
が
出
来

た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
怪
我
か
ら
復

帰
し
て
試
合
勘
が
イ
マ
イ
チ
な
部
分
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
を
取
り
戻
し
て
来
年
勝
負

し
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
５
位
＝
上
川
大
樹
選
手
（
京
葉
ガ
ス
）

「
何
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
か
ら

攻
め
て
い
こ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
が
。
来

年
に
向
け
て
修
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」

▽
賀
持
道
明
監
督
（
日
本
中
央
競
馬
会
）

「
原
沢
は
馬
事
公
苑
で
ダ
ー
ト
コ
ー
ス
を

走
っ
た
り
、
タ
イ
ヤ
を
引
い
た
り
し
て
、

体
力
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
こ
つ
こ
つ

努
力
で
き
る
選
手
で
す
の
で
、
そ
の
よ
う

な
と
こ
ろ
が
今
回
の
優
勝
に
繋
が
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
」

講
道
館
護
身
術
＝

取
・
宮
本
秀
樹
六
段
、
受
・
渡
辺
正
喜
六
段

古
式
の
形
＝

取
・
宗
義
明
八
段
、
受
・
菅
波
盛
雄
八
段

投
の
形
＝

取
・
赤
坂
洋
輔
五
段
、
受
・
若
菜
大
介
五
段

　

形
演
武

優勝　　　　　　　

小
外
刈

○
僅
差

③ 　
小
外
刈

燕
返

○
合
技

○
合
技

○
横
四
方
固

○
内
股

②
僅
差

○
払
巻
込

　

○
袈
裟
固

　

○
内
股

◯
谷
落

　

大
内
刈

　
隅
落

○
反
則
負
け

②
僅
差

②
僅
差

②
僅
差

判
定

◯
浮
落

　

○
大
内
刈　

○
合
技
　

　
出
足
払

穴
井

　亮
平 

四
段 

（
関

　東
・
東
海
大
熊
本
星
翔
高
校
教
員
） 

４

鰐
渕

　良
則 

五
段 

（
東

　海
・
愛
知
県
警
察
） 

10

赤
迫

　健
太 

三
段 

（
近

　畿
・
新
日
鐵
住
金
） 

初

海
老

　泰
博 

四
段 

（
東

　京
・
旭
化
成
） 

２

形
部

　安
彦 

四
段 

（
四

　国
・
香
川
県
警
察
） 

３

七
戸

　
　龍 

三
段 

（
九

　州
・
九
州
電
力
） 

５

鈴
木

　誉
広 

三
段 

（
関

　東
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

２

佐
藤

　大
地 

三
段 

（
東

　北
・
羽
黒
高
校
教
員
） 

初

上
川

　大
樹 

四
段 

（
推

　薦
・
京
葉
ガ
ス
） 

５

奥
村

　達
郎 

三
段 

（
近

　畿
・
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
） 

初

百
瀬

　
　優 

四
段 

（
東

　京
・
旭
化
成
） 

４

長
尾

　翔
太 

四
段 

（
近

　畿
・
兵
庫
県
警
察
） 

４

青
山
正
次
郎 

五
段 

（
九

　州
・
福
岡
県
警
察
） 

５

石
井

　竜
太 

三
段 

（
東

　京
・
日
本
中
央
競
馬
会
） 

４

小
野

　卓
志 

六
段 

（
関

　東
・
了
徳
寺
学
園
職
員
） 

初

髙
橋

　良
介 

三
段 

（
東

　京
・
警
視
庁
） 

２

西
村

　久
毅 

五
段 

（
北
信
越
・
敦
賀
高
校
教
員
） 

２

野
村

　幸
汰 

三
段 

（
北
海
道
・
三
光
不
動
産
） 

２

西
潟

　健
太 

四
段 

（
九

　州
・
旭
化
成
） 

５

ウ
ル
フ
ア
ロ
ン 

三
段 

（
東

　京
・
東
海
大
学
２
年
） 

２

田
中

　源
大 

三
段 

（
中

　国
・
明
治
大
学
１
年
） 

２

山
下

　諒
輔 

三
段 

（
東

　海
・
静
岡
県
警
察
） 

初

法
兼

　
　真 

五
段 

（
四

　国
・
新
田
高
校
教
員
） 

初

上
田

　轄
麻 

三
段 

（
東

　京
・
明
治
大
学
４
年
） 

２

田
中

　大
貴 

三
段 

（
近

　畿
・
新
日
鐵
住
金
） 

２

香
川

　大
吾 

三
段 

（
中

　国
・
東
海
大
学
１
年
） 

２

下
和
田
翔
平 

四
段 

（
関

　東
・
京
葉
ガ
ス
） 

初

江
藤

　大
暁 

五
段 

（
九

　州
・
福
岡
県
警
察
） 

初

岩
田

　勝
博 

五
段 

（
近

　畿
・
兵
庫
県
警
察
） 

５

王
子
谷
剛
志 

四
段 

（
推

　薦
・
旭
化
成
） 

３

井
上

　貴
裕 

四
段 

（
東

　京
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

初

中
西

　
　努 

五
段 

（
関

　東
・
神
奈
川
県
警
察
） 

初

橋
本

　憲
宗 

四
段 

（
東

　北
・
岩
手
県
警
察
） 

２

猪
又

　秀
和 

五
段 

（
北
信
越
・
東
京
学
館
新
潟
高
校
教
員
） 

８

原
沢

　久
喜 

三
段 

（
東

　京
・
日
本
中
央
競
馬
会
） 

３

神
谷

　
　快 

三
段 

（
関

　東
・
筑
波
大
学
３
年
） 

初

増
渕

　
　樹 

五
段 

（
九

　州
・
旭
化
成
） 

７

瀧
田
真
太
郎 

三
段 

（
北
海
道
・
道
都
大
学
４
年
） 

初

垣
田

　恭
兵 

五
段 

（
九

　州
・
旭
化
成
） 

２

高
橋

　和
彦 

五
段 

（
東

　京
・
新
日
鐵
住
金
） 

７

熊
代

　佑
輔 

五
段 

（
東

　京
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

２

木
下

　泰
成 

四
段 

（
近

　畿
・
兵
庫
県
警
察
） 

３

原沢　久喜

○
内
股

判
定

○
背
負
投

判
定

判
定

○
合
技

○
横
四
方
固

○
支
釣
込
足

判
定

○
合
技

　
段
位

　
地
区

　

 

所
属

　

  

出
場
回
数 

ブ
ロ
ッ
ク

◯
反
則
負
け

◯
大
外
刈②
僅
差

判
定

◯
崩
上
四
方
固

　

　

◯
内
股

◯
大
外
落

１ 2 3 4

平成27年　全日本柔道選手権大会

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。



13 月刊「武道」　2015．6

〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学体育系准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

―その歴史と課題
柔道の国際化

村田 直樹著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・552 頁 ）

子どもの心を育む
武道

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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節
目
と
な
る
第
30
回
の
皇
后
盃
全
日
本

女
子
柔
道
選
手
権
大
会（
主
催
＝
講
道
館
、

全
日
本
柔
道
連
盟
）
が
４
月
19
日
、
横
浜

文
化
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
推

薦
選
手
２
名
と
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た

34
名
、
計
36
名
が
出
場
し
、
白
熱
し
た
試

合
が
展
開
さ
れ
た
。

　

決
勝
戦
は
、昨
年
と
同
じ
田た

知ち
も

本と
め

愛ぐ
み（
Ａ

Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
と
山や
ま

部べ

佳か

苗な
え

（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

の
対
戦
と
な
り
、
田
知
本
が
旗
判
定
（
３

―
０
）
で
勝
利
し
、
10
度
目
の
挑
戦
で
悲

願
の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
３
位
に
は
山や
ま

本も
と

沙さ

羅ら

（
大
阪
体
育
大
）
と
市い
ち

橋は
し

寿す

ず々

華か

（
大
阪
府
警
）
が
入
っ
た
。

　

大
会
終
了
後
、
柔
道
世
界
選
手
権
女
子

日
本
代
表
発
表
記
者
会
見
が
行
わ
れ
た
。

未
定
で
あ
っ
た
78
㎏
超
級
の
代
表
選
手
と

し
て
、
山
部
選
手
と
と
も
に
田
知
本
選
手

が
選
ば
れ
た
。

　

試
合
は
、
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規

定
で
行
わ
れ
、
試
合
時
間
は
６
分
間
、
勝

敗
が
決
し
な
い
場
合
、
延
長
戦
は
行
わ
ず

旗
判
定
と
な
る
。

　

大
会
で
は
、昨
年
準
優
勝
の
田
知
本
愛
、

昨
年
優
勝
の
山
部
佳
苗
、
そ
れ
を
追
う
市

橋
寿
々
華
の
他
に
、
昨
年
の
講
道
館
杯
78

㎏
級
優
勝
の
梅う
め

木き

真ま

美み

（
環
太
平
洋
大
）、

田知本愛　　　
悲願の初優勝
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大
会
初
出
場
と
な
っ
た
冨と
み

田た

若わ
か

春ば

（
埼
玉

栄
高
）
等
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

■
序
盤
戦

▽
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

　

梅
木
真
美
は
初
戦
の
２
回
戦
で
奥お
く

本も
と

華か

月づ
き

（
新
田
高
）
に
崩
上
四
方
固
で
一
本
勝

す
る
と
、
３
回
戦
で
新あ
ら

井い

千ち

鶴づ
る

（
三
井
住

友
海
上
）
に
小
外
刈
で
有
効
を
と
り
、
４

回
戦
に
勝
ち
上
っ
た
。

　

連
覇
を
狙
う
山
部
佳
苗
は
、
２
回
戦
で

烏え

帽ぼ

子し

美み

久く

（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
と
対
戦
、

払
腰
と
後
袈
裟
固
の
合
技
一
本
で
退
け

た
。
続
く
３
回
戦
で
は
武た
け

居い

沙さ

知ち

（
国
際

武
道
大
）
と
対
戦
、
開
始
早
々
払
腰
で
一

本
。
危
な
げ
な
く
勝
ち
進
ん
だ
。

▽
第
2
ブ
ロ
ッ
ク

　

安や
す

松ま
つ

春は
る

香か

（
A
L
S
O
K
）
は
、
２
回

戦
で
橋は
し

口ぐ
ち

な
な
み
（
大
阪
府
警
）
を
僅
差

で
降
し
、
３
回
戦
で
は
井い
の

上う
え

愛ま
な

美み

（
九
州

旅
客
鉄
道
）
を
判
定
で
破
り
、
４
回
戦
へ

と
駒
を
進
め
た
。

　

山
本
沙
羅
は
２
回
戦
で
は
山や
ま

本も
と

恭や
す

奈な

（
オ
フ
ィ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
に
大

内
刈
で
一
本
勝
し
、
３
回
戦
で
は
昨
年
３

位
の
岡お
か

村む
ら

智と
も

美み

（
コ
マ
ツ
）
を
払
腰
一
本

で
降
し
勝
利
、
ベ
ス
ト
８
へ
と
駒
を
進
め

た
。

▽
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

　

朝あ
さ

比ひ

奈な

沙さ

羅ら

（
東
海
大
）
は
、
４
日
前

に
体
調
を
崩
し
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
不

安
が
残
る
も
の
の
、
２
回
戦
で
は
鍋な
べ

倉く
ら

那な

美み

（
大
成
高
校
）
を
判
定
で
、
３
回
戦
で

は
泉い
ず

真み
ま

生お

（
山
梨
学
院
大
）
を
苦
し
み
な

が
ら
も
僅
差
で
そ
れ
ぞ
れ
退
け
、
４
回
戦

進
出
を
決
め
た
。

　

昨
年
大
会
３
位
の
市
橋
寿
々
華
は
初
戦

で
、
橋は
し

高た
か

朱あ
か

里り

（
金
沢
学
院
大
）
に
横
四

方
固
で
一
本
勝
を
収
め
、
続
い
て
下し
も

田だ

美み

紗さ

季き

（
自
衛
隊
体
育
学
校
）
に
は
判
定
で

試
合
を
決
め
た
。

▽
第
4
ブ
ロ
ッ
ク

　

冨
田
若
春
は
現
在
、
埼
玉
栄
高
校
３
年

生
で
皇
后
盃
初
出
場
、
高
校
生
ら
し
い
積

極
さ
で
攻
め
続
け
た
。
滝た
き

川か
わ

真ま

央お

（
日
本

大
）
に
は
体
落
で
一
本
勝
。
千ち

葉ば

英え

里り

子こ

（
環
太
平
洋
大
）
に
は
払
腰
で
一
本
を
と

り
勝
利
。
冨
田
の
４
回
戦
進
出
は
大
会
の

注
目
を
集
め
た
。

　

昨
年
準
優
勝
の
田
知
本
愛
が
こ
こ
で
登

場
。
２
回
戦
は
佐さ

藤と
う

史し

織お
り（
山
梨
学
院
大
）

を
出
足
払
か
ら
の
横
四
方
固
、
合
技
一
本

で
破
り
、続
い
て
３
回
戦
は
髙た
か

山や
ま

莉り

加か
（
三

井
住
友
海
上
）
を
出
足
払
の
技
有
で
降
し

た
。
昨
年
、
決
勝
で
の
雪
辱
を
晴
ら
す
べ

く
、
順
当
に
勝
ち
進
ん
だ
。

　

第
30
回
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
、
開
会
式
終
了
後
に
、
歴

代
優
勝
者
10
名
が
紹
介
さ
れ
、

大
会
に
華
を
添
え
た
。

　

第
17
〜
25
回
に
前
人
未
到
の

９
連
覇
を
達
成
し
た
塚つ
か

田だ

真ま

希き

さ
ん
が
紹
介
さ
れ
る
と
、
場
内

か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
、
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

大
会
回
数

優
勝
者

第
１
回

八
戸
か
お
り

第
２
〜
７
回

田
辺　

陽
子

第
８
〜
11
回

阿
武　

教
子

第
12
・
13
回

二
宮　

美
穂

第
14
回

阿
武　

教
子

第
15
回

山
下
ま
ゆ
み

第
16
回

薪
谷　
　

翠

第
17
〜
25
回

塚
田　

真
希

第
26
回

杉
本　

美
香

第
27
回

山
部　

佳
苗

第
28
回

緒
方
亜
香
里

第
29
回

山
部　

佳
苗

皇
后
盃
全
日
本
女
子

柔
道
選
手
権
大
会 

歴
代
優
勝
者

第 30回皇后盃全日本女子柔道選手権大会

９連覇を達成した
塚田真希さん

開会式

※
優
勝
者
名
は
当
時
の
氏
名
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■
４
回
戦
（
準
々
決
勝
）

　

山
部
、
見
事
な
足
車

　

山
部
佳
苗　

○
足
車　

梅
木
真
美

　

こ
れ
ま
で
順
当
に
勝
ち
進
ん
で
き
た
梅

木
の
一
瞬
の
隙
を
つ
き
、
山
部
が
梅
木
の

襟
を
つ
か
み
、
引
き
つ
け
、
足
車
を
掛
け

る
。
こ
れ
が
見
事
に
決
ま
り
、
一
本
。
開

始
１
分
で
試
合
を
決
め
た
。

　

山
部
が
３
度
目
の
優
勝
を
目
指
し
、
準

決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

◇
５
位
＝
梅
木
真
美
選
手（
環
太
平
洋
大
）

　
「
山
部
選
手
と
の
試
合
で
は
、
組
手
が
思

う
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

こ
の
大
会
で
は
階
級
が
上
の
選
手
と
試
合

が
で
き
る
の
で
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な

り
ま
す
。
今
後
、
力
負
け
し
な
い
よ
う
、

一
つ
一
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
体
力

を
つ
け
た
い
で
す
」

　

旗
判
定
の
末
、
山
本
勝
利

　

山
本
沙
羅　

判
定　

安
松
春
香

　

消
極
的
な
試
合
展
開
と
な
っ
た
山
本
対

安
松
。
左
の
奥
襟
を
ね
ら
う
山
本
、
そ
れ

を
必
死
に
抑
え
る
安
松
。
互
い
に
決
め
手

に
欠
け
、
指
導
を
受
け
た
。
そ
の
ま
ま
試

合
は
終
了
。
山
本
が
判
定
（
２
―
１
）
で

勝
利
し
、
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

朝
比
奈
、
無
念
の
敗
退

　

市
橋
寿
々
華　

判
定　

朝
比
奈
沙
羅

　

互
い
に
手
の
内
を
探
り
合
い
、
譲
ら
な

い
。
試
合
は
膠
こ
う
ち
ゃ
く着

状
態
に
な
り
、
互
い
に

指
導
を
受
け
る
。場
内
か
ら
檄げ
き

が
飛
ぶ
中
、

市
橋
が
攻
勢
を
か
け
る
。
支
釣
込
足
で
朝

比
奈
を
崩
す
が
、
朝
比
奈
な
ん
と
か
逃
れ

る
。
市
橋
、
朝
比
奈
の
攻
防
は
最
後
ま
で

続
く
が
、
試
合
は
終
了
。
市
橋
が
、
判
定

（
２
―
１
）
で
勝
利
し
た
。

　

冨
田
、
健
闘
の
５
位
入
賞

　

田
知
本
愛　

大
内
刈　

冨
田
若
春

　

本
大
会
注
目
の
冨
田
、
こ
れ
ま
で
オ
ー

ル
一
本
勝
で
進
ん
で
き
た
。
優
勝
候
補
で

あ
る
田
知
本
に
対
し
て
も
果
敢
に
足
技
で

攻
め
る
。
し
か
し
、
田
知
本
が
冨
田
の
両

襟
を
と
っ
て
釣
り
手
を
殺
し
、
大
内
刈
を

決
め
る
。
こ
れ
が
技
有
と
な
り
、
冨
田
の

猛
攻
む
な
し
く
試
合
終
了
。

◇
５
位
＝
冨
田
若
春
選
手
（
埼
玉
栄
高
）

　
「
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
と
攻
め
に
い
っ

た
が
、
田
知
本
選
手
を
崩
す
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。
田
知
本
選
手
と
の
実
力
差
は

か
な
り
あ
る
と
思
う
。
少
し
で
も
差
が
埋

ま
る
よ
う
努
力
し
た
い
」

４回戦＝山部（上）が見事な足車で梅木（下）を破った

４
回
戦
＝
山
本
（
左
）
が
安
松
（
右
）
に
内
股
を
仕
掛
け
る

４
回
戦
＝
市
橋
（
左
）
が
朝
比
奈
（
右
）
を
崩
す

４
回
戦
＝
田
知
本
（
上
）
が
冨
田
（
下
）
に

　
　
　
　

大
内
刈
を
決
め
る
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■
準
決
勝

　

山
部
、
圧
巻
の
払
腰

　

山
部
佳
苗　

○
払
腰　

山
本
沙
羅

　

山
部
の
一
方
的
な
展
開
が
続
く
。
払
腰

で
攻
め
る
山
部
に
対
し
て
、
山
本
は
技
が

出
な
い
。
開
始
約
１
分
、山
本
に
指
導
１
。

山
本
は
仕
掛
け
に
出
る
が
、
こ
れ
を
山
部

は
見
事
に
潰
す
。
最
後
は
、
ス
タ
ミ
ナ
切

れ
の
山
本
の
奥
襟
を
と
っ
た
山
部
、
山
本

が
こ
れ
に
抗
あ
ら
が
い
頭
を
上
げ
よ
う
と
し
た
そ

の
刹せ
つ

那な

、
山
部
の
払
腰
が
決
ま
り
、
見
事

な
一
本
勝
。
決
勝
戦
に
上
り
詰
め
た
。

　

田
知
本
が
判
定
（
３
―
０
）
で
市
橋
に

競
り
勝
ち
、
決
勝
に
進
ん
だ
。

◇
３
位
＝
市
橋
寿
々
華
選
手（
大
阪
府
警
）

　
「
準
決
勝
で
は
、
右
手
を
動
か
す
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
田
知
本
選
手
は
本

当
に
強
い
で
す
…
。
だ
け
ど
、
負
け
た
く

は
な
か
っ
た
で
す
。
２
年
連
続
で
３
位
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
準
決
勝
で
は

去
年
よ
り
攻
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
練
習
を
積
み
重
ね
、
優
勝
を
目
指
し

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

◇
３
位
＝
山
本
沙
羅
選
手（
大
阪
体
育
大
）

　
「
自
分
の
柔
道
は
積
極
的
に
攻
め
る
ス
タ

イ
ル
で
す
。
し
か
し
、
山
部
選
手
と
の
試

合
で
は
、
自
分
の
柔
道
が
全
く
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
組
ん
で
い
て
、
自
分
が
逆
ら

っ
た
時
に
決
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

気
持
ち
が
足
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
自
分
は
挑
戦
者
な
の
で
、
次
回
は
精

一
杯
自
分
の
柔
道
が
出
来
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
終
盤

に
な
る
と
疲
れ
易
い
の
で
、
技
を
掛
け
き

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
練
習
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

　

田
知
本
、
競
り
勝
つ

　

田
知
本
愛　

判
定　

市
橋
寿
々
華

　

前
半
、
田
知
本
が
支
釣
込
足
、
払
腰
で

攻
め
る
が
、
こ
れ
に
堪
え
る
市
橋
。
そ
の

後
も
払
腰
で
攻
め
る
田
知
本
に
対
し
必
死

に
躱か
わ

す
市
橋
。
互
い
に
決
め
手
に
欠
け
、

指
導
１
、
指
導
２
を
受
け
る
。
市
橋
の
引

手
を
と
る
田
知
本
、
両
者
探
り
合
い
を
続

け
る
が
判
定
へ
と
も
つ
れ
た
。

準決勝＝山部（右）が奥襟をつかみ、圧巻の払腰

準決勝＝田知本（左）が払腰で攻める
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■
決
勝

　

田
知
本
、
判
定
の
末
、
勝
利

　

田
知
本
愛　

判
定　

山
部
佳
苗

　

場
内
か
ら
大
歓
声
が
沸
く
中
、
決
勝
戦

が
始
ま
っ
た
。
互
い
を
知
り
尽
く
し
て
い

る
両
者
、
手
の
内
を
探
り
合
っ
て
か
、
が

っ
ち
り
と
組
み
合
い
全
く
動
か
な
い
。
観

客
か
ら
檄
が
飛
び
、
再
び
歓
声
が
沸
き
上

が
る
も
両
者
技
が
出
ず
、
互
い
に
指
導
を

受
け
る
。
田
知
本
が
支
釣
込
足
、
払
腰
で

攻
め
る
も
互
い
に
釣
り
手
を
引
っ
張
り
合

い
、
場
外
へ
。
そ
の
後
も
、
互
い
に
隙
を

狙
い
、
組
み
合
っ
た
ま
ま
動
か
な
い
。
互

い
に
２
度
目
の
指
導
と
な
る
。
山
部
が
何

度
も
攻
め
る
も
の
の
、
田
知
本
に
潰
さ
れ

る
。
両
者
技
が
出
な
い
。
残
り
26
秒
で
互

い
に
３
度
目
の
指
導
。
勝
敗
は
旗
判
定
に

託
さ
れ
た
。
結
果
、
田
知
本
が
判
定
（
３

―
０
）
で
勝
利
、
初
優
勝
に
輝
い
た
。

◇
準
優
勝
＝
山
部
佳
苗
選
手
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

　
「
悔
し
い
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
過
日
の

全
日
本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
で

は
決
勝
進
出
で
き
な
か
っ
た
の
で
今
回
は

勝
つ
し
か
な
か
っ
た
。
自
分
自
身
悔
し
い

で
す
。
自
分
の
柔
道
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
技
を
掛
け
る
の
が
遅
か
っ
た
こ
と
、

こ
れ
が
決
勝
で
の
敗
因
で
す
」

決勝＝田知本（左）と山部（右）の攻防

　

昨
年
大
会
と
同
じ
対
戦
と
な
っ
た
決
勝

戦
。
し
か
し
、
今
大
会
の
勝
ち
上
が
り
方

は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ル
一
本
勝
で

上
が
っ
て
き
た
山
部
に
対
し
、
田
知
本
は

４
試
合
の
う
ち
一
本
は
わ
ず
か
に
１
つ
。

他
は
技
有
２
つ
と
判
定
で
あ
り
、
苦
し
み

な
が
ら
の
決
勝
進
出
で
あ
る
。

　

山
部
は
２
連
覇
・
３
度
目
の
優
勝
を
目

指
し
、
田
知
本
は
10
度
目
の
挑
戦
で
初
優

勝
を
目
指
し
た
。
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「
信
じ
ら
れ
な
い
で
す
。
皇
后
盃
で

初
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
」

　

優
勝
の
要
因
に
妹
の
田た

知ち
も

本と
は

遥る
か

選

手
の
支
え
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
妹
が
す
ご
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

ま
し
た
。
対
戦
相
手
を
想
定
し
て
一

緒
に
練
習
も
し
て
く
れ
ま
し
た
」

　

昨
年
は
決
勝
で
同
じ
対
戦
相
手
の

山
部
選
手
に
敗
れ
た
皇
后
盃
。
今
回
、

ど
の
よ
う
な
思
い
で
決
勝
に
挑
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
去
年
は
一
本
負
で
非
常
に
悔
し
い

思
い
を
し
た
の
で
、
今
回
は
必
死
に

粘
り
ま
し
た
。
反
省
点
も
あ
り
ま
す

が
、
前
よ
り
は
し
ぶ
と
く
出
来
た
と

思
い
ま
す
。
去
年
は
あ
せ
っ
て
負
け

て
し
ま
っ
た
。
今
年
は
焦
ら
な
い
よ

う
に
意
識
し
ま
し
た
。
終
盤
で
は
、

す
か
さ
れ
て
も
い
い
か
ら
と
悔
い
が
残

ら
な
い
よ
う
挑
み
ま
し
た
」

　

10
回
目
の
挑
戦
で
初
め
て
摑
ん
だ
優

勝
と
な
っ
た
。

　
「
初
め
て
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。

今
は
う
ま
く
感
情
を
伝
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
世
界
で
の
試
合
と
は
異
な
り
、
日

本
人
の
方
が
技
も
分
っ
て
い
て
競
り
合

う
場
面
も
多
か
っ
た
。
初
優
勝
と
い
う

こ
と
で
、
周
り
も
喜
ん
で
く
れ
、
さ
ら

に
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
」

　

悲
願
の
初
優
勝
を
手
に
入
れ
た
田
知

本
選
手
。
今
後
ど
の
よ
う
な
目
標
を
掲

げ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
世
界
選
手
権
代
表
に
選
ば
れ
た
ら
、

い
ま
ま
で
の
柔
道
が
出
来
る
よ
う
挑

み
た
い
で
す
。
ま
た
、
来
年
の
リ
オ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
優
勝
で
き
る

よ
う
一
つ
一
つ
課
題
・
大
会
を
ク
リ
ア

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
、

堂
々
と
日
本
一
に
な
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
、
こ
れ
を
世
界
一
に
つ
な
げ
た
い
。

世
界
で
勝
つ
た
め
に
、
技
を
つ
な
げ
る

こ
と
が
自
分
の
目
標
。
こ
れ
か
ら
も
練

習
を
積
み
重
ね
た
い
で
す
」

第30回皇后盃
全日本女子柔道選手権大会

優勝　　　　　　　

判
定

払
腰

○
判
定

○
足
車

判
定

判
定

大
内
刈

佐
藤
史
織 

二
段 

（
四
国
・
山
梨
学
院
大
） 

初

日
髙
美
沙
希 

三
段 

（
近
畿
・
ミ
キ
ハ
ウ
ス
） 

３

田
知
本
愛 

四
段 

（
推
薦
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

10

佐
々
木
美
里 

三
段 

（
北
海
道
・
道
都
大
） 

初

髙
山
莉
加 

二
段 

（
東
京
・
三
井
住
友
海
上
） 

初

千
葉
英
里
子 

二
段 

（
中
国
・
環
太
平
洋
大
） 

初

畑
村
亜
希 

四
段 

（
近
畿
・
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
） ５

冨
田
若
春 

初
段 

（
関
東
・
埼
玉
栄
高
） 

初

滝
川
真
央 

二
段 

（
東
京
・
日
本
大
） 

３

前
田
奈
恵
子 

三
段 

（
東
京
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
） 

２

橋
高
朱
里 

二
段 

（
北
信
越
・
金
沢
学
院
大
） 

初

市
橋
寿
々
華 

四
段 

（
近
畿
・
大
阪
府
警
） 

７

菅
原
歩
巴 

三
段 

（
東
北
・
盛
岡
農
業
高
校
教
員
） ２

下
田
美
紗
季 

二
段 

（
関
東
・
自
衛
隊
体
育
学
校
） 

３

朝
比
奈
沙
羅 

二
段 

（
東
京
・
東
海
大
） 

２

鍋
倉
那
美 

初
段 

（
東
海
・
大
成
高
） 

初

只
野
真
梨
枝 

三
段 

（
九
州
・
九
州
旅
客
鉄
道
） 

２

泉

　真
生 

初
段 

（
関
東
・
山
梨
学
院
大
） 

初

佐
藤
杏
香 

二
段 

（
北
海
道
・
東
海
大
） 

２

古
屋

　梓 

二
段 

（
関
東
・
筑
波
大
） 

２

岡
村
智
美 

三
段 

（
東
京
・
コ
マ
ツ
） 

５

山
本
沙
羅 

二
段 

（
近
畿
・
大
阪
体
育
大
） 

初

山
本
恭
奈 

三
段 

（
東
海
・
オ
フ
ィ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
） 

２

橋
口
な
な
み 

二
段 

（
近
畿
・
大
阪
府
警
） 

３

安
松
春
香 

三
段 

（
東
京
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

２

志
賀
成
美 

二
段 

（
東
北
・
仙
台
大
） 

初

井
上
愛
美 

三
段 

（
関
東
・
九
州
旅
客
鉄
道
） 

４

堀

　歩
未 

二
段 

（
九
州
・
鹿
屋
体
育
大
） 

初

烏
帽
子
美
久 

三
段 

（
東
京
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
） 

５

山
部
佳
苗 

四
段 

（
推
薦
・
ミ
キ
ハ
ウ
ス
） 

７

大
石
美
沙
希 

三
段 

（
関
東
・
埼
玉
大
） 

初

武
居
沙
知 

二
段 

（
北
信
越
・
国
際
武
道
大
） 

初

平
井

　希 

三
段 

（
関
東
・
自
衛
隊
体
育
学
校
） 

２

新
井
千
鶴 

三
段 

（
東
京
・
三
井
住
友
海
上
） 

３

梅
木
真
美 

二
段 

（
中
国
・
環
太
平
洋
大
） 

２

奥
本
華
月 

初
段 

（
四
国
・
新
田
高
） 

初

田知本　愛

出
足
払

○
払
腰

判
定

○
払
腰

判
定

○
払
腰

小
外
刈

③
僅
差

判
定

○
合
技

判
定

燕
返

○
合
技

○
合
技

○
体
落

判
定

判
定

小
外
刈

○
小
外
刈

○
大
内
刈

②
僅
差

②
僅
差

○
崩
上
四
方
固

○
合
技

○
腕
緘

○
崩
袈
裟
固

○
横
四
方
固

○
横
四
方
固

 

段
位 

　地
区

　
所
属 

出
場
回
数

第１ブロック 第２ブロック 第３ブロック 第４ブロック

こ
の
優
勝
を
世
界
一
に
つ
な
げ
た
い

◎
優
勝
＝
田
知
本
愛
選
手
（
A
L
S
O
K
）
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好
評
発
売
中

A5判・並製・346頁・1600円＋税
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道・
スポーツの真髄

辻　秀一 著
スポーツドクター

（ 四六判・上製・248 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220 頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
皇學館大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）
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第
59
回
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会
は
、

４
月
19
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
試
合
は
、
一
般
第
１
部
（
都
道
府
県

連
盟
）、
一
般
第
２
部
（
実
業
団
、
ク
ラ

ブ
、
道
場
、
大
学
等
）、
防
衛
省
第
１
部

（
陸
上
指
定
）、
防
衛
省
第
２
部
（
海
、
空
、

第
１
部
以
外
の
陸
上
）
の
４
部
門
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
、計
226
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　

一
般
第
１
部
は
、
新
潟
が
香
川
を
退
け

て
初
優
勝
を
達
成
、
一
般
第
２
部
は
Ａ
Ｌ

Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ
（
東
京
）
が
２
大
会
ぶ
り
に

優
勝
を
遂
げ
た
。
防
衛
省
第
１
部
は
、
第

16
普
通
科
連
隊
（
長
崎
）
が
21
大
会
ぶ
り

２
度
目
の
優
勝
、
防
衛
省
第
２
部
は
玖く

珠す

駐
屯
地
（
大
分
）
が
12
大
会
ぶ
り
２
度
目

の
優
勝
を
手
に
し
た
。

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
（
一
般
の

部
の
み
１
回
戦
で
リ
ー
グ
戦
を
採
用
）、

試
合
時
間
３
分
、
３
本
勝
負
で
争
わ
れ
、

時
間
内
に
勝
負
が
つ
か
な
い
場
合
は
旗
判

定
に
よ
り
勝
敗
を
決
し
た
。

　

一
般
第
１
部
（
５
人
制
・
22
チ
ー
ム
）

１
回
戦
で
は
７
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、
各
リ
ー
グ
優
勝
チ

ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
。

４
強
に
は
、
前
回
３
位
の
新
潟
と
滋
賀
、

優
勝
経
験
の
あ
る
香
川
、
３
連
覇
を
狙
う

神
奈
川
が
勝
ち
残
っ
た
。

　

新
潟
は
、
１
回
戦
（
リ
ー
グ
戦
）
で
北

海
道
を
４
―
１
、
群
馬
を
３
―
２
、
２
回

戦
で
東
京
を
３
―
２
で
降
し
、
準
決
勝
で

神
奈
川
と
対
戦
。
先
鋒
戦
、
神
奈
川
は
新

潟
に
ノ
ド
で
先
制
さ
れ
る
も
、
上
胴
二
本

を
返
し
て
勝
利
し
た
。
次
鋒
戦
・
中
堅
戦

は
、
新
潟
の
判
定
勝
ち
。
副
将
戦
は
神
奈

川
が
上
胴
二
本
で
勝
利
し
、
２
―
２
と
並

ぶ
。
決
勝
進
出
の
か
か
る
大
将
戦
は
、
新

潟
が
判
定
勝
ち
し
、
３
―
２
で
試
合
巧
者

ぶ
り
を
見
せ
、
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

　

一
方
、
香
川
は
、
１
回
戦
で
岩
手
を
３

―
２
、
福
井
を
４
―
１
、
２
回
戦
で
福
岡

を
３
―
２
で
降
し
、
準
決
勝
で
滋
賀
と
対

戦
。
香
川
の
先
鋒
は
、上
胴
で
二
本
勝
ち
。

次
鋒
は
、
判
定
勝
ち
。
中
堅
は
上
胴
を
先

取
し
一
本
勝
ち
。
副
将
戦
は
、
判
定
で
滋

賀
。
大
将
戦
は
、
香
川
が
上
胴
で
一
本
勝

ち
し
、
４
―
１
で
決
勝
に
進
出
し
た
。

▽
決
勝

　

新　

潟　
　

３
―
２　
　

香　

川

野
口
将
史　
　

上
―
下
判　

西
尾
圭
人

大
谷
竜
輝　
　

上
―　
　
　

堀
江
知
弘

滝
沢
元
気　
　

判
―　
　
　

豊
嶋
辰
弥

髙
井
優
樹　
　
　

―
上
上　

宮
本
晃
典

猪　

友
一　
　

下
―　
　
　

大
西
孝
治

第
59
回
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会

防
衛
省
第
１
部
は
16
普
連（
長
崎
）が
制
す

一
般
第
１
部 

新
潟
が
初
優
勝

一般第 1 部決勝・大将戦＝新潟・猪（左）の下胴が決まる
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先
鋒
戦
、
新
潟
・
野
口
は
香
川
・
西
尾

に
開
始
早
々
、
下
胴
で
先
制
さ
れ
た
が
上

胴
を
決
め
取
り
返
す
。
そ
の
ま
ま
膠こ
う

着ち
ゃ
く状

態
が
続
い
て
判
定
と
な
り
、
西
尾
が
勝
利

し
た
。
次
鋒
戦
は
新
潟
・
大
谷
が
果
敢
に

攻
め
、
狙
い
定
め
た
上
胴
で
一
本
勝
ち
。

　

中
堅
戦
、新
潟
・
滝
沢
対
香
川
・
豊
嶋
は
、

遠
間
か
ら
の
激
し
い
攻
防
が
続
く
も
、
両

者
決
め
き
れ
ず
、
滝
沢
の
判
定
勝
ち
。
副

将
戦
は
、
香
川
・
宮
本
が
、
新
潟
・
髙
井

か
ら
上
胴
を
二
本
決
め
て
星
が
並
ん
だ
。

　

勝
負
を
分
け
る
大
将
戦
、
新
潟
・
猪
が

香
川
・
大
西
の
放
っ
た
下
胴
を
捌さ
ば

い
て
外

し
、
間か
ん

髪は
つ

を
入
れ
ず
に
下
胴
を
決
め
る
。

そ
の
ま
ま
時
間
と
な
り
、猪
が
一
本
勝
ち
。

悲
願
の
初
優
勝
へ
と
導
い
た
。

◎
優
勝
＝
新
潟
・
猪
友
一
監
督

　
「
自
衛
隊
時
代
は
優
勝
大
会
も
選
手
権
大

会
も
準
優
勝
止
ま
り
で
し
た
が
、
や
っ
と

優
勝
で
き
ま
し
た
。
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

大
会
前
半
は
、
滝
沢
選
手
と
彼
の
教
え
子

で
あ
る
若
い
選
手
に
随
分
と
助
け
ら
れ
ま

し
た
。
後
半
か
ら
は
、
私
も
勝
利
に
貢
献

で
き
た
と
思
い
ま
す
」

　

一
般
第
２
部
（
３
人
制
・
17
チ
ー
ム
）

　

１
回
戦
で
は
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、
各
リ
ー
グ
優
勝
チ

ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
。

５
強
に
は
前
回
３
位
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ

（
東
京
）、
連
覇
を
狙
う
国
士
館
大
Ａ
（
東

京
）、
岐
阜
ク
ラ
ブ
（
岐
阜
）、
豊
川
ク
ラ

ブ
Ａ
（
愛
知
）、
内
宮
運
輸
機
工
（
東
京
）

が
揃
っ
た
。

　

準
決
勝
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ
と
豊
川
ク

ラ
ブ
Ａ
の
対
戦
は
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ
の

先
鋒
が
判
定
勝
ち
、
中
堅
が
下
胴
を
決
め

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ
が
２
―
１
で
勝
利
し
た
。

　

国
士
舘
大
Ａ
は
、
内
宮
運
輸
機
工
を
退

け
た
岐
阜
ク
ラ
ブ
と
対
戦
、
国
士
舘
大
Ａ

は
、
先
鋒
と
中
堅
が
そ
れ
ぞ
れ
上
胴
を
二

本
決
め
て
、
大
将
が
上
胴
で
一
本
勝
ち
。

国
士
舘
大
Ａ
が
３
―
０
で
大
勝
し
決
勝
に

駒
を
進
め
た
。

▽
決
勝

　
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ　　
２
―
１　

国
士
舘
大
Ａ

　
　
（
東
京
）　　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

三
浦
玄
徳　

上
上
―　
　
　

渡
辺
一
矢

松
浦　

備　
　
　

―
上
上　

野
田
峻
祐

飯
嶋　

一　

上
上
―　
　
　

稲　

大
貴

　

先
鋒
戦
は
、
両
者
の
激
し
い
攻
防
が
続

い
た
が
、
一
瞬
の
隙
を
つ
い
た
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

Ｋ 

Ａ
・
三
浦
が
上
胴
を
決
め
、
続
け
て

二
本
目
も
上
胴
を
決
め
て
勝
利
し
た
。

　

中
堅
戦
、
国
士
舘
大
Ａ
・
野
田
は
、
上

胴
を
決
め
て
先
制
。
試
合
は
野
田
の
ペ
ー

ス
と
な
り
再
び
上
胴
を
決
め
て
勝
利
。

　

勝
敗
を
決
す
る
大
将
戦
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ
・
飯
嶋
と
国
士
舘
大
Ａ
・
稲
の
戦
い
は
、

近
間
で
の
攻
防
を
飯
島
が
制
し
、
上
胴
を

決
め
る
。
後
が
な
く
な
り
必
死
に
攻
め
る

稲
だ
っ
た
が
、
飯
嶋
は
こ
れ
を
冷
静
に
木

銃
で
捌
き
、
二
本
目
も
上
胴
を
決
め
て
勝

利
し
た
。

一般第 2 部決勝・大将戦＝
ALSOK A・飯嶋（左）対国士舘大Ａ・稲

一般第１部優勝＝新潟県銃剣道連盟

一般第 2 部優勝＝ ALSOK A（東京）
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ニュース

◎
優
勝
＝
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ
・
松
浦
備
監
督

　
「
前
回
優
勝
を
逃
し
た
の
で
、
無
事
に
優

勝
旗
を
奪
還
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
は
全
て
厳
し
い
戦
い
で
し

た
。
選
手
は
本
調
子
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
お
互
い
に
う
ま
く
カ
バ
ー
し
勝

利
に
繋つ
な

げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」

　

防
衛
省
第
１
部
（
５
人
制
・
66
チ
ー
ム
）

　

昨
年
の
選
手
権
優
勝
者
で
あ
る
、
薗
田

泰
之
を
擁
す
る
16
普
連
（
長
崎
）
は
、
初

戦
（
２
回
戦
）
で
、
11
普
連
（
北
海
道
）

を
４
―
１
、
３
回
戦
で
13
普
連
（
長
野
）

を
５
―
０
、
４
回
戦
で
32
普
連
（
埼
玉
）

を
４
―
１
で
降
し
た
。
さ
ら
に
、
準
々
決

勝
で
は
40
普
連
（
福
岡
）
を
３
―
２
の
僅

差
で
降
し
、
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

４
強
は
、
16
普
連
、
４
特
連
（
福
岡
）、

12
普
連
（
鹿
児
島
）、
22
普
連
（
宮
城
）。

　

準
決
勝
、
16
普
連
対
22
普
連
は
、
先
鋒

の
16
普
連
・
永
冨
が
上
胴
で
二
本
勝
ち
。

次
鋒
戦
は
22
普
連
・
黒
木
が
お
返
し
と
ば

か
り
に
下
胴
二
本
を
決
め
取
り
戻
す
。
中

堅
戦
は
16
普
連
・
北
の
判
定
勝
ち
。
副
将

戦
は
22
普
連
・
高
橋
が
判
定
で
勝
利
し
、

再
び
星
が
並
ん
だ
。
勝
負
を
決
す
る
大
将

戦
は
、
16
普
連
・
薗
田
が
間
合
を
詰
め
た

後
、
離
れ
際
に
上
胴
を
決
め
一
本
勝
ち
。

16
普
連
が
３
―
２
で
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

４
特
連
対
12
普
連
は
、
先
鋒
戦
、
次
鋒

戦
で
互
い
に
１
勝
、
続
く
中
堅
戦
、
副
将

戦
で
も
星
を
分
け
合
い
、
勝
敗
は
大
将
戦

に
持
ち
越
さ
れ
た
。大
将
戦
で
は
４
特
連
・

平
島
が
奮
闘
し
、判
定
勝
ち
で
決
勝
進
出
。

▽
決
勝

　

16
普
連（
長
崎
）
５
―
０ 

４
特
連（
福
岡
）

永
冨　

滋　
　
　

下
―　
　

江
口
俊
太
郎

岩
永
健
太　
　
　

判
―　
　

川
本　

忍

北
慎
一
郎　
　

下
上
―　
　

堀
田
幸
介

中
前
圭
輔　
　

上
下
―
上　

日
高
雅
光

薗
田
泰
之　
　

上
上
―　
　

平
島
直
樹

　

先
鋒
戦
は
、
16
普
連
・
永
冨
が
開
始

早
々
、
下
胴
を
決
め
て
一
本
勝
ち
。
続
く

次
鋒
戦
は
16
普
連
・
岩
永
が
判
定
勝
ち
。

　

命
運
を
左
右
す
る
中
堅
戦
は
、16
普
連
・

北
が
、
４
特
連
・
堀
田
の
突
き
を
か
わ
し
、

す
か
さ
ず
下
胴
を
決
め
る
。
続
け
て
二
本

目
の
上
胴
も
決
め
て
勝
ち
を
収
め
た
。
こ

の
時
点
で
16
普
連
の
優
勝
が
確
定
。

　

副
将
戦
は
、
16
普
連
・
中
前
が
上
胴
で

先
制
。
４
特
連
・
日
高
は
上
胴
で
取
り
返

す
も
、
さ
ら
に
中
前
の
下
胴
が
決
ま
り
二

本
勝
ち
。
大
将
戦
は
、
16
普
連
・
薗
田
が

上
胴
を
二
本
重
ね
、
勝
利
し
た
。
16
普
連

は
５
―
０
で
完
勝
し
、
21
大
会
ぶ
り
に
優

勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
16
普
連
・
斎
藤
敏
之
監
督

　
「
国
体
優
勝
メ
ン
バ
ー
の
北
・
薗
田
を
は

じ
め
、若
手
も
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

決
勝
で
対
戦
し
た
４
特
連
に
は
九
州
大
会

で
負
け
て
い
ま
す
。
相
手
を
分
析
し
て
、

沈
着
冷
静
・
勇
猛
果
敢
に
戦
い
ま
し
た
」

　

防
衛
省
第
２
部
（
５
人
制
・
113
チ
ー
ム
）

　

ベ
ス
ト
４
に
は
玖く

珠す

（
大
分
）、
松
山

（
愛
媛
）、
福
岡
（
福
岡
）、

（空）
岐
阜
（
岐

阜
）
が
揃
っ
た
。
玖
珠
は
５
―
０
で
岐
阜

を
、
松
山
は
３
―
２
で
福
岡
を
降
し
、
そ

れ
ぞ
れ
決
勝
に
進
ん
だ
。

▽
決
勝

　

玖
珠（
大
分
）　

４
―
１　

松
山（
愛
媛
）

平
野
智
博　
　
　
　

―
判　

市
川
大
作

岩
本
靖
宏　
　

上
上
―　
　

松
浦
友
樹

潮
満
亮
太　
　

上
上
―
上　

宮
本
寛
仁

齋
藤
正
頼　
　

コ
上
―
ノ　

角
南
信
幸

鮫
島
信
幸　
　

下
上
―　
　

伊
東
孝
倫

　

先
鋒
戦
は
、
松
山
・
市
川
が
判
定
勝
ち
。

次
鋒
戦
は
玖
珠
・
岩
本
が
上
胴
で
先
制
、

さ
ら
に
松
山
・
松
浦
の
守
備
の
間か
ん

隙げ
き

を
見

逃
さ
ず
二
本
目
も
上
胴
を
決
め
て
勝
利
し

た
。
中
堅
戦
は
、
両
者
一
歩
も
譲
ら
な
い

展
開
。
玖
珠
・
潮
満
が
上
胴
で
先
制
す
る

防衛省第 1 部決勝・中堅戦＝
16 普連・北（左）が二本目の下胴を決めて勝負あり

防衛省第 2 部決勝・副将戦＝玖珠・齋藤（左）対松山・角南
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も
、
松
山
・
宮
本
が
上
胴
で
返
す
。
終
了

間
際
に
、
潮
満
の
上
胴
が
決
ま
り
、
宮
本

を
退
け
た
。
副
将
戦
は
、
齋
藤
が
松
山
・

角
南
が
ノ
ド
を
決
め
て
先
制
。
巻
き
返
し

を
図
る
玖
珠
・
齋
藤
は
、
後
半
に
間
合
い

を
切
っ
た
と
こ
ろ
、
一
瞬
の
隙
を
つ
い
て

コ
テ
、
残
り
30
秒
で
上
胴
を
決
め
て
二
本

勝
ち
。
こ
の
時
点
で
玖
珠
の
勝
利
が
決
ま

っ
た
。
大
将
戦
も
玖
珠
・
鮫
島
が
二
本
勝

ち
を
収
め
、
玖
珠
が
大
会
２
度
目
の
優
勝

を
飾
っ
た
。

◎
優
勝
＝
玖
珠
・
鎌
田
龍
馬
監
督

　
「
各
々
が
精
一
杯
力
を
出
し
、
一
致
団
結

し
て
勝
ち
を
狙
い
に
い
き
ま
し
た
。終
始
、

粘
り
強
い
攻
め
を
心
が
け
、
最
高
の
結
果

を
残
す
こ
と
が
で
き
て
感
無
量
で
す
」

︻
大
会
結
果
︼

▽
一
般
第
１
部
＝
①
新
潟
②
香
川
③
滋

賀
、
神
奈
川

▽
一
般
第
２
部
＝
①
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

Ａ（
東

京
）
②
国
士
館
大
Ａ（
東
京
）
③
岐
阜

ク
ラ
ブ（
岐
阜
）、豊
川
ク
ラ
ブ
Ａ（
愛
知
）

▽
防
衛
省
第
１
部
＝
①
16
普
連
（
長
崎
）

②
４
特
連（
福
岡
）
③
22
普
連
（
宮
城
）、

12
普
連（
鹿
児
島
）

▽
防
衛
省
第
２
部
＝
①
玖
珠
（
大
分
）
②

松
山（
愛
媛
）
③
福
岡（
福
岡
）、（空）
岐
阜（
岐

阜
）

防衛省第１部優勝＝第16普通科連隊（長崎）

防衛省第２部優勝＝玖珠駐屯地（大分）

心技体 人を育てる総合誌
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マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

田
代
し
ん
た
ろ
う

　著

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁 

）

　月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好
評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め
﹂

を
単
行
本
化
！

　柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相
撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少
林
寺
拳
法
・

な
ぎ
な
た
・
銃
剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方
に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、
わ
か
り
や

す
く
、
描
い
て
い
ま
す
。

　大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

《
目
次
》

序
章
　武
道
の
す
す
め

　松
永
光
（
日
本
武
道
館
）
／
高
村
正
彦
（
武
道
議
員
連
盟
）

　／
有
松
育
子
（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　い
ざ
！
　武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　柔
道
の
す
す
め

　大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　剣
道
の
す
す
め

　森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　弓
道
の
す
す
め

　森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　相
撲
の
す
す
め

　塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　空
手
道
の
す
す
め

　金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　合
気
道
の
す
す
め

　多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
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林
寺
拳
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す
す
め

　合
田
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一
／
阿
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美
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／
山
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／
松
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第
９
章
　な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　銃
剣
道
の
す
す
め

　桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　古
武
道
の
す
す
め

　竹
内
藤
十
郎
（
柔
術
）
／
笹
森
建
美
（
剣
術
）
／
加
藤
伊
三
男
（
槍
術
）

　／
小
笠
原
清
忠
（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史
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BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

（ Ｂ５判・上製・箱入・526 頁 ）


